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and the situation of the familres
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要旨
　本研究は、石井十次（1865-1914）が始めた愛染橋保育所（明治 42（1909）年〜現在至る）
の記録資料をもとに、設立当時の保育状況と通所児童およびその児童家庭の状況を明らかにす
ることが目的である。文献資料により、家庭の経済的貧困と児童養護意識の欠如、地域の人口
集中による劣悪な衛生環境など、子どもが置かれていた過酷な状況のなかで、石井十次をはじ
め職員の献身的支援によって愛染橋保育所の保育事業が行われていたことを示した。
Abstract
This study clarified the childcare situation at the time of establishment, and the situation of children 
and their families at the time of establishment, based upon the materials on record of the Aizenbashi 
nursery school (Meiji42(1909)-by now) started by Ishii Juji (1865-1914). The purpose of the Nursery 
School program was to improve the lives of children, such as those living in poverty, poor sanitation 
due to a concentrated population or infamilies with a lack of awaness of childcare needs. Despite the 
many challengers presented, the program implemented with the help of dedicated staff members and 
Ishii Juji.
Ⅰ．はじめに
　愛染橋保育所は、岡山孤児院を創設して明治期の社会事業に影響を与えた石井十次（以下、
石井）が、大阪市内において初めて常時保育事業を開設した施設である。この保育所は石井が
大正 3（1914）年に没した後に一旦閉所するが、4 年後に石井記念愛染園として再建され、石
井の意思を継承しながら現在も存続している。
　この保育所設立の特徴は、保育事業に対する考え方の斬新さ、次に設立の速さ、そして特殊
な地域での保育実践であろう。愛染橋保育所の保育実践については、石井の人道的な教育観や
彼の死後、一時期活動を休止していた保育事業について冨田（1878-1942）らが主導的な役割
を果たして再建した石井記念愛染園に注目した一番ケ瀬他 1）や、大正期の石井記念愛染園にお
ける「幼稚園」と「保育所」事業に注目した太田 2）などの先行研究がある。太田は論文の中で、
「愛染園研究において最も必要なことは、豊富な手書き史料、日誌類を部分的なつまみ喰いでは
なく全体として整理、分析する地味な根気のいる作業であろう。」3）と述べ、膨大な資料の整理
と詳細な調査が第一であるとした。
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　その点では、土井 4）も石井の思想や岡山孤児院事業の全体像を対象とした実証研究において、
体系的で継続的な施設史研究の必要性を主張している。さらに菊池 5）によって、石井が残した
文字資料にもっぱら依拠する研究方法に対する批判が語られ、複合的かつ有機的な視点からの
施設史研究の必要性が説かれた。
　その後、基礎資料の徹底した分析検討を通じての実証的研究は、細井 6）や菊池ら 7）によって
為されたが、こうした体系的ないし系統的な施設史研究の必要を強調する視点に、池本 8）は例
え価値中立的な施設史研究を積み重ねたとしても、近代日本そのものをどう捉えるか、その枠
組みの中にその事業なり思想をどう位置づけるのか、という問題が残ると指摘した。これに対
して細井 9）は、社会福祉の領域を超えた多方面にわたる関連分野の文献の多読、研究対象から
の思い切った離脱もまた必要であるとし、そこで獲得された視点とは研究主体によって選択さ
れた価値を持つとしている。一方で、慈善事業（孤児教育ないし養護実践）の変容は近代日本
における国家主義の台頭問題と切り離すことはできないと記している。
　以上のように、石井に関する資料調査やさまざまな研究の視点および方法の他にも資料整理
や多様な視点にもとづく研究は数多く、いずれの論点に理はあるにしても問題提起はどこまで
も広がり深まっていくばかりで終わりがないようにも思える。さらに、これらの調査研究は慈
善事業、社会事業としての石井の足跡をたどることに力点が置かれ、特に保育実践について注
目し、地域に根ざした保育者の視点で資料が検証されることはなかった。
　倉橋 10）は、自ら育つものを育たせようとする心を「育ての心」とよび、「この真情が最も深
く働くのは親である。次いで幼き子等の教育者である。そこには抱く我が子の成育がある。日々
に相触るる子等の生活がある。自ら育とうとするものを前にして、育てずしてはいられなくな
る心、それが親と教育者の最も貴い育ての心である。」と述べている。
　保育とは保育者と子ども、保育者と保護者が日々の時間を積み重ね、共有するなかで家族の
生活を実感し、それぞれの気持ちに寄り添いながら実践されるものであり、この視点をもって
改めて資料の検証をおこなうことが必要である。したがって、本研究ではこれらの膨大な研究
成果を基にしつつ、限定的ではあるが石井らが行った保育実践に対して、「何（What）をおこ
なったか」ではなく、「どう（How）おこなったか」の視点で対象をとらえ、主に愛染橋保育
所での保育事業の実践に焦点を当てて資料調査をおこなった。
　調査範囲として、太田が第一期 11）とした明治 40（1907）年、岡山孤児院大阪事務所が北区
出入橋東詰に開設されてから大正 5（1916）年 11 月石井記念愛染園設立までの期間でも、特に
保育事業が開始された明治 42（1909）年から、一年後の明治 43（1910）年に注目する。その
うえで愛染橋保育所が開設された時の大阪の社会情勢や地域状況について資料調査を行い、そ
れらをあわせみながら愛染橋保育所の保育内容や子どもの活動、さらに保護者の状況について
考察する。
Ⅱ．目的
　本研究は、明治時代において貧困家庭救済のために保育所の設立に携わった石井十次とその
職員が、どのように子ども中心の保育方法や保育所運営にあたったのかを明らかにするこを目
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的とする。
Ⅲ．方法
　主に大阪府立中之島図書館、大阪府立中央図書館、大阪市立中央図書館、同市立島之内図書
館、同市立浪速図書館等の蔵書から明治 40 年代当時の大阪市、特に南部地域の時代背景や保育
所周辺の状況に関する資料調査をおこなった。また石井記念愛染園愛染橋保育園（大阪市浪速
区）に残されている膨大な記録および関係資料のなかで、石井が書き記した日誌や保育所設立
や運営に関する記述の中でも保育所児および家族構成や職業に関する資料を収集し、時代背景
と照らしながら家族の生活状況が把握できるよう調査をおこなった。
　保育実践に関しては、当時の保育の様子が分かる資料を中心に調査をおこなった。とりわけ
保育所開設や運営に直接携わった人らの保育実践について詳細に記し考察した。なお、文中の
“保姆”は現在の保育士にあたるが、現在のような国家資格はまだなく、職員が教員免許の資
格 注1 を取得していたかどうかは今回の調査で確認できなかった。保姆は子どもから“おばちゃ
ん”と呼ばれ、石井の日誌などでは“主婦”と記されている。
Ⅳ．大阪南部の地域状況
1 ．愛染橋保育所の位置の読み取り
　図 1 より、大阪の道頓堀川から南に分かれる高津入堀川の周辺地域は、江戸時代の安政年間
（1855-1860）から木賃宿街として定められ、長町あるいは名護町と呼ばれる南北に細長い地区
を中心とした社会的下層の人々が暮らす地域であった。明治期に入り、居住区域が多い従来の
大阪三郷（東西南北 4 区）だけでは都市機能の発展は望めないとして市域拡張が図られた結果、
明治 30（1897）年には隣接する今宮村、難波村、木津村等が南区に編入され、この一帯も大阪
市内となったが、地域問題の根本的解決は先送りされるかたちになった。大阪市史 12）による
と、「名護町は、名古町とも書き、日本橋筋三丁目から五丁目のことで、五丁目の南端に名呉橋
があるところから、俗称として広く使われていた。また、大阪市中の南に長く一筋延びている
町でもあるので、近世から明治初年には長町という地名であった。ここには、近世“ぐれ宿”
と呼ばれる“他国に云う木賃宿の類にて又異”なる宿泊施設がたくさんあった。」と記されてい
て、長屋の居住空間は畳 2 枚と土間だけというのが一般的であった。長町は明治 5 年 3 月 17 日
の町名分合改称 13）により日本橋筋一丁目〜四丁目に名称変更した。
　愛染橋保育所があった日本橋筋筋東二丁目は、旧長町六、七、八、九丁目と日本橋筋東西裏
手と隣り合わせの地域であった。また、保育所の隣に流れる高津入掘川は運輸と用水を目的に
享保 19（1734）年に開削した人工の河川 14）で、明治 31 年に道頓堀川から延伸して旧難波新川
とつながったが、明治 40 年代頃の交通手段はすでに水路から陸路に変わっており、一般交通に
は何の関係もなかった 15）。さらに道頓堀川から難波新川に通じているだけで高低差が少ないた
めしばしば停水し、雨水が濁水氾濫して衛生の害 16）もあった。また大阪は井戸の水質が悪く、
上下水道の整備も十分ではなかったので、やむなく河川の水を生活用水や飲用に使っていた人
たちのあいだでたびたびコレラやペストが流行した 17）。この高津入掘川は、周辺の人工河川と
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図 1　保育所周辺の地域と町名
出典：『明治 43 年 5 月製大阪市街全図』（和楽路屋書店）を基に筆者作成
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ともに昭和 30 年代に埋め戻され、現在はその上に高速道路が作られている。
2 ．大阪市内各区の人口の増減
　保育所が開設された明治末期は、表 1 および表 2 によると、日露戦争後のインフレと全国的
な大凶作が起こったことが原因で、生活苦に耐えられなくなって家族離散を余儀なくされた人々
が全国から大阪の各区に流入し、人口が急増した。
表 1　各年度の大阪市人口と増加率
明治 25 年 30 年 35 年 41 年 42 年 43 年
人口
（増加率） 479,895
758,285
（1.58）
951,496
（1.25）
1,217,765
（1.28）
1,204,577
（0.98）
1,239,373
（1.02）
出典：大阪市役所編（1910）第一人口之部第十二現住戸数及現住人口『大阪市統計書第一〇回明治四十三年』p12-13
※ 42 年度は前年と比べて人口が減少したのは北区の大火で他都市に移住したため。
表 2　各区の人口と増加数（明治 43 年）
南区 西区 北区 東区
人口 400,804 310,707 274,847 253,015
前年比増加数 12,211 4,340 11,464 6,781
出典：大阪市役所編（1910）第十二現住戸数及現住人口、第十三現住戸口増加ノ割合『大阪市統計書第一〇回明治四十三
年』p12-13
　景気の変動による物価の高騰や雇用状況の悪化なども加わり、周辺に人口密集地域が拡大分
散されていった。明治 29 年から 31 年にかけておこなわれた調査で、横山 18）は大阪の長町につ
いて、「大阪市にて最も繁華の地なりと称せらるる心斎橋通を過ぎ道頓堀に出て候わば、難波新
地を傍にして今宮村に通づる大路これあり、これぞ大阪市民にはなが町と呼ばれ常に忌み嫌わ
れるる大阪貧民の住居地、日本橋通に候。名護町、大阪に初めて来る者にして名護町の事を質
せば、単純なる市民はいずれも月世界の事をきかれたるが如く奇怪なる面色をなし、じろじろ
問者の顔を眺め、後ち声を潜めて六、七年前の名護町の状態を語り候が通例に候。」と、町の特
徴を紹介している。一方で、最近は周辺にマッチ工場ができて多くの雇用が創出されてからは、
一見治安が安定したようにみえると記している。名護町周辺には、天王寺村に大坂製燧株式会
社、昌燧社、燐燧株式会社、山代燐寸製造所があり、難波村には松寿館、高津村には日進社、
大広社などがあった 19）。少し離れて玉造町に昌盛製燐株式会社、鶴橋村には西村燐寸製造所が
あり、大人なら歩いて行ける範囲であった。
　愛染橋保育所があった日本橋筋東二丁目は、俗に燗的裏とか桃ノ木裏と呼ばれていた。また
高津入堀川をはさんで東側下寺町三丁目から四丁目は八十軒、新八十軒長屋と呼ばれていて、
治安や衛生面が特に劣悪な地域であった。この地域は土地改良による場所の移動はあったもの
の、明治以後、大正・昭和と時代が移り変わっても都市形成上の“必要悪”として維持された。
愛染橋保育所周辺の各町別人口を表 3 に示す。いずれの町も狭小な範囲に数千単位の人々が暮
らしていて、その居住環境の劣悪さはもはや現在の我々には想像できない。
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表 3　南区戸口町別現住人口（明治 42 年）
日本橋筋三丁目 日本橋筋四丁目 日本橋筋五丁目 日本橋筋東一丁目 日本橋筋東二丁目 東関谷町
4,481 5,773 3,011 7,923 5,417 3,077
西関谷町 下寺町三丁目 下寺町四丁目 御蔵跡町 広田町 逢坂下之町
2,567 4,404 4,249 4,864 1,926 1,955
日本橋筋二丁目 恵美須町二丁目 天王寺伶人町 難波河原町二丁目 木津鷗町二丁目 高津町五番町
2,955 1,993 2,538 7,992 1,023 2,594
出典：大阪市役所編（1909）第一人口之部第十六戸口町別『大阪市統計書第九回　明治四十二年』p23-27
3 ．愛染橋保育所周辺の生活と環境
　名護町の人々の仕事は、芝居や講釈に関連する大道芸人や、紙屑拾い、町々を歩く行商人、
その他車夫や力人足など多種多様な職種があり、女性もその仕事を手伝っていた。大阪市史 20）
によれば、明治 32 年当時の生活状況について、1 日 50 銭（※ 10 厘＝ 1 銭＝ 0.01 円）日給の職
工を標準として、1 か月 13 円（26 日勤務）の収入で親子三人が暮らすとして、家賃 2 円 10 銭、
米代 4 円、炭代 1 円、菜 1 円、肴 1 円、味噌醤油代 80 銭、油 20 銭、莨 60 銭、湯 60 銭、髪結
30 銭で、残りはわずか 1 円 40 銭であったと記されている。実に収入の約 9 割が生活費である。
日給 50 銭は決して低賃金の労働者の状態ではなく、賃金に関して、職工全体の約 6、7 割が困
窮していて、労働時間 21）も紡績工場では 12 時間、鉄工場でも規定 10 時間、実際は 12 時間に
もおよんでいた。その上、「世話役が職工を責める有様を見るに、あたかも旧幕時代武士が町人
百姓に対したるは斯くありたるべしと思われるほど、大きく構え、罵り散らす」22）という状況
で、業種によっては職工に対する蔑視や偏見があったと思われる。
　大阪市史 23）によると、女性は明治 20 年代から燐寸工場の工女として働く人が増加し、難波
や天王寺の製造所に勤めるか関連する内職をしていた。マッチ工業は明治 8 年から始まり、国
内から海外へ販路が拡大するほど重要工業になった。その理由として技術の習得が容易であっ
たこと、賃金が安く内職に適した工程を含んでいたこと、軸木の材料が豊富にあったこと 24）な
どが、その発達に好条件をもたらした。当時のマッチはおもに赤燐マッチと黄燐マッチがあり、
黄燐は毒性が強く危険 25）なことから生産が一時中止となったが、需要があるため生産が再開さ
れている。おもなマッチ生産地は兵庫と大阪で、大阪はおもに黄燐マッチを製造していたので
工場周辺の貧しい子女が低賃金で危険な作業に就いていたが、黄燐から発生する亜硫酸ガスが
病魔を防ぐ 26）という流言飛語が信じられ、心身に重大な影響を受け続けることになった。ま
た、明治 22 年に南区今宮に燐寸道具箱製造所ができてからは、マッチ関連の内職に就く人も多
くなった。マッチ製造の作業工程は軸揃え、軸並べ、ロウ付け、薬品付着、乾燥、箱詰め、商
標貼り、摩擦面調整、包装の 8 種類で、そのうち内職は軸並べ、箱詰め、商標貼り、包装であ
った。箱詰めの賃金は 120 小箱で黄燐は 6 厘 5 毛、商標貼りは 1 万箱で 10 銭 27）であった。
　マッチ工場の日給は低く、同時期の他の業種と比較しても低水準 28）であったが、内職は工場
の下請け作業なので、さらに低賃金であったことが予想される。また、工場や内職には子ども
が就労する 29）ことが普通に行われいて、「燐寸工場の低年齢は他の業種をしのいだ」30）とされ
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た。横山 31）は、「職工の過半は十歳より十四五歳の児童なり、中には八歳なるもあり、甚だし
きは六、七歳なるも見ること多し、特に軸並職工の如き其の七八分までは十歳未満、世間の児
童は学校に入りいろはを習うに苦めるを燐寸工場の児童は軸並枠の間に挟まり、左右をきょろ
きょろ眺めながら軸木を並べつつあるなり。」と記している。武知 32）は、マッチ工業が明治日
本の重要輸出産業のひとつになったことは、ある程度評価できるとする一方で、この産業が豊
富低廉な労働力を発展の基盤とし、日本紡績業における“紡績工女”とならんで“マッチ工女”
を生み出し、「とりわけ阪神地方の場合、貧民女工の貯蓄心をあおり授産的色彩をもちつつ婦女
子の熟練労働という、きわめて低質な労働基盤を確立し、いわゆる貧民街を形成していったこ
とは発展の大きな原動力であるとともに一つの哀史となった。」と記している。
　このような状況に対して、政府は労働環境の改善を目的に明治 44（1911）年に「工場法」を
成立させたが、大阪商業会議所は孤児または貧困者の救済を公然の目的として、児童の労働に
対する使役を要望した。これは大阪の多くの業種が低年齢児童の労働力を頼みにしており、「工
場法」が施行されれば多大な影響を受ける 33）と考えたからであった。このような産業界の抵抗
もあって「工場法」は明治 44 年に成立したものの、施行は大正 5（1915）年まで見送られてい
る。また、この地域に限らず、明治期から都市の特徴として問題視されたのは、たび重なる伝
染病の流行であり、大阪 4 区の 8 種伝染病は毎年のように違う病気が流行して人々を苦しめた。
　表 4 と表 5 で挙げた伝染病は、細菌を病原として繁殖し、飲用水やハエやネズミなど動物を
媒体に感染したり人が密集したところで感染することが多く、貧困者が多い地域では流行が短
期間に爆発的に広がることが多かった。このような状況でも、人々は病気の予防対策を嫌うこ
とが多く、「燐寸工場は一般貧民の群衆する所なれば伝染病流行の際には特に予防に注意せざる
可からざるに職工之を嫌悪する風あり。先年大阪市に於いてペスト流行 注2 の際燐寸工場の職工
に対して予防注射を行いたることあり。然るに其反応発熱のために二、三日間休業して臥床せ
しものありしかば職工一般此予防法に対し苦情甚だしかりしと云う。」34）という、多数の死者が
出るほどの重病の予防対策よりも、仕事を休んだ分のわずかな賃金の方が大切である、という
理由からであった。
表 4　年別伝染病死亡者数（大阪 4 区合計数）
明治 赤痢 ジフテリア 腸チフス 疱瘡 猩紅熱 発疹チフス コレラ ペスト
43 年 61 184 212 1 9 0 365 12
42 年 54 205 143 1 10 0 3 27
41 年 63 173 116 1,278 7 0 1 85
40 年 89 215 165 5 2 0 199 509
出典：大阪市役所編（1910）第三衛生之部第八九八種伝染病患者及死亡者『大阪市統計書第一〇回　明治四十三年』p176
梅　野　和　人
430－ －
表 5　主な病症と年齢別の死亡数（明治 43 年）
満 1 歳迄 1 〜満 2 歳迄 2 〜満 3 歳迄 3 〜満 4 歳迄 4 〜満 5 歳迄 5〜満10歳迄
ジフテリア 22 41 59 33 12 30
脚気・乳児脚気 661 60 4 1 2 4
先天性虚弱・奇形 2,784 292 56 26 11 6
脳膜炎 317 270 76 46 44 62
急性気管支炎 551 166 35 14 9 9
肺炎・気管支肺炎 385 192 69 21 14 29
下痢・腸炎 182 91 55 24 21 35
出典：大阪市役所編（1910）第三衛生之部第九一死亡者ノ病症及年齢別『大阪市統計書第一〇回　明治四十三年』p177-180
　とりわけ乳児期の子どもはその影響を大きく受け、上記の伝染病以外でもさまざまな感染症
などによって命を奪われていたことが表 6 で推察される。
表 6　各年代別死亡数（大阪 4 区合計数）
8,883 
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出典：大阪市役所編（1910）第三衛生之部第四一現住者ノ死亡年齢別『大阪市統計書第一〇回　明
治四十三年』p113
　これらの統計結果から 7 年後に賀川 35）が行った調査によると、大正 6（1917）年の大阪市に
おける乳児死亡率は、大阪 4 区の中でも特に南区内の木津地区、難波地区、日本橋地区、天王
寺地区、今宮地区の乳児死亡率が高率であった。村嶋 36）は、「乳児死亡率の高い大阪市でも船
場、島之内のような富裕区では男児九．二％、女児八．九％であるのに、今宮、木津の如き貧民
区では一八．六％乃至二〇．四％の高率を示している。即ち、乳児死亡率は富の程度に反比例し
ているということが出来る。」と述べ、地域の生活状況や衛生面等の点からも乳幼児、特に乳児
にとって苛酷な環境だったと推測できる。
Ⅴ．愛染橋保育所の子どもと家族
1 ．入所児童の生活状況
　長町（名護町）の婚姻について、原田 37）は鈴木梅四郎著『大阪名護町貧民窟視察記』を引用
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して次のように述べている。「彼等はかくの如くにして夫婦と為りたりとて別に、知己朋友に披
露し、夫婦同居の式をあげるにもあらず、衣服も着たる儘なり、携提すべき所持品もなし。況
や飲食は其日に稼ぎて、其日に尽くし、よって若干の貯もなき極めて簡単にして進退自由なる
が故に一たび慇懃を通ずれば女子は其後間もなく其男子の宅に移るものにして、唯其旨を父母
に告ぐるに過ぎず。」一方で、底辺地区のひとつの社会的現象として特有の相互扶助精神があ
り、これがあるから人々はその日の最低生活を営みうる、と記している。
　冨田 38）は、この地域の特徴として私生児の多さを挙げていて、「大正 4、5 年頃でも、自分の
本籍の分からぬ人、3、4 人の子供があっても夫の姓名さえ録に知らず「熊やんと言いまんねー」
「熊吉さんですか、熊太郎さんですか」と聞けば「さぁ…」と考え込む。結婚は何年何日にしま
したかと聞けば、「あの子が 6 歳だから 7 年くらい前だすやろ」と言ふ。それもその筈、三々九
度をした訳でもなく、寝たもの夫婦の結婚では、実のところかく答えるほか仕方があるまい。
こんな調子だから私生児の多いことは驚くばかりで、収容児童の半数以上がそれだというので
びっくりさせられたこともあった。」と、後に振返っている。
　家族状況を表 7 に示す。両親ともに養育に携わることができる家庭は全体の約半数にとどま
り、父母がいても病気や不安定な職業によって経済的にひっ迫しているケースが多くみられる。
表 7　入所児の両親の状況（明治 42 年 7 月～ 43 年 12 月）
父なし 母なし 両親なし 両親あり
人数 44（31.4％） 19（13.6％） 5（3.6％） 72（51.4％）
内訳 離婚6、家出15、死亡23 離婚 2、家出 5、死亡 12 家出 2、死亡 3
出典：岡山孤児院大阪事務所編（1910）「開設以来総保育児保護者職業別明治四十三年十二月末調」『岡山孤児院大阪事務
所岡山孤児院付属事業愛染橋保育所同夜学校報告其二　自明治四十二年七月至四十三年十二月』
2 ．入所児童の保護者の就労
　次に保護者の職種（表 8）をみると、実に多種多彩である。職工や職人など、技術の習得が
必要な職種は全体としては少数で、リサイクル業や車夫などその日から始められる職種が多い
ことがわかる。保護者が従事していた仕事のなかには、現在では失われているか、もしくはあ
まり見かけなくなった職種も多数あるので、その一部を簡単に紹介しておく。職種で多いのは、
屑買い、屑撰、衛生人夫で全体の約 3 割を占め、手伝いの中にもこの職種の人が多いと思われ
る。これらの業種は現在のリサイクル業で、屑買いは一般家庭や工場から出た屑や紙料などを
寄せ屋と呼ばれる集積所に持っていき、その量によって賃金を得る職業である。屑撰は寄せ屋
に持ち込まれた屑類を選り分ける作業を担っていて、衛生人夫は屑のほかに塵芥などを集めて
塵芥集積所へ持っていった。
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　明治期の紙屑買い 39）について、「粗目の竹籠に紙を張り柿渋をひいた大きなものを前後に担
って「クズエークズー紙くずはたまっておまへんー」といって廻ってくるものもあった」と記
されている。車夫は人力車の人足である。明治大正期に、町の辻角や横丁などに数台から十数
台も並んで客待ちをしていた。赤い毛布を腰に巻いて蹴込みに腰を下ろして客を待ち、客によ
って運賃をはずませたりした。恵比須町の西北角に和佐という人力車の製造所があり、明治末
期から鉄輪がゴムに替えられた。
表 ₈　入所児保護者の職種と人数（明治 42 年 7 月から 43 年 12 月　全数 139）
屑買い 車夫 燐寸工女 手伝い 棕櫚縄作 按摩 電気工夫 屑撰 鞄口金工
19 22 12 22 2 1 1 17 3
仲仕 衛生人夫 洗濯 広告旗持 錺職 簪職工 鋸目立 井堀 大工
2 4 1 2 1 2 1 1 1
洋傘柄磨 翫具職 薬罐職工 鑄掛職 露天商 硝子メッキ 活版職工 糠おろし 電車運転手
2 2 1 1 1 2 1 1 2
貝釦職工 木挽 紡績工女 扇子骨磨 昆布巻行商 桶輪替え 髪結い 家根屋 女店員
1 2 3 1 1 1 1 1 1
出典：前掲書
※平均日収は 20 〜 30 銭程度で、稀に 60、70 銭の収入ある者も病者が居る等の事情がある。注3
　そのほか、棕櫚（シュロ）はヤシ科の寒さに強い植物で、ほぼ日本全域に生息していて葉や
皮を使ってタワシや帚を作るのに用いた。棕櫚縄は強度があるので用途が広く、ロープなどに
使われた。錺職と簪職は、鋳造・鍛造・彫金・象嵌・七宝などの金属加工の一方法で金属を芳
しく細工する職業である。鑄掛は“いかけ”と読み、鍋や釜の穴が開いたり、取っ手がとれた
ときなどに修理する仕事である。薬罐は“やかん”で、鉄器具の製造業である。貝釦は“貝ボ
タン”の製造職である。糠おろしは、漬物を作るために必要な糠“ぬか”の卸業のことである。
　木挽は材木業で、桶輪替えは“おけわがえ”と読み、たが屋とも言った。早朝から「わがえ
ーわがえー」といって、細く割った竹を丸めて輪にして肩から脇下へかけ、五寸（約 15 セン
チ）に七寸（約 20 センチ）と長さ二尺（約 60 センチ）の長方形の木箱に輪替えに必要な小道
図 2　屑物のリサイクルルートと労働者の役割
一般家庭・工場・その他
塵芥集積所
寄せ屋→屑物消毒会社
各種屑物専門問屋
海外
焼却→農村、埋立て
屑撰
屑買い・屑拾い
衛生人夫
屑撰
屑撰
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具を入れたのを肩に担いで歩いていた。鋸目立は“のこぎりめだち”と読む。大きな布袋に道
具を入れて得意先に「ごめんやす」と声をかけると軒先に腰を下ろして仕事にかかる。片刃 30
銭、両刃 50 銭でおもに大工の家を廻っていた 40）。
3 ．入所児童の居住状況と年齢
　次に、保育児原簿の記載からおおよその住居範囲を概観する（表 9）。その結果、通所してく
る子どもは、保育所があった日本橋筋東 2 丁目から日本橋筋東 1 丁目、日本橋筋 4・5 丁目、東
関屋、下寺町 3 丁目、同 4 丁目の半径 1 キロメートル以内に集中していて、約 8 割を占めてい
ることが分かった。その理由として、普段から保育所の様子が分かり、乳幼児を徒歩で連れて
くることが比較的容易な距離であったためと考えられる。入所してくる子どもは大半が乳児（表
10 参照）で、約 8 割にのぼる。
表 9　在籍児童の住所（町単位）
町名 児童数 町名 児童数 町名 児童数
日本橋筋東二丁目 63 広田 5 天王寺怜人 3
日本橋筋東一丁目 38 船出・馬淵 2 逢坂下之 5
日本橋筋一・二丁目 2 高津四番 1 茶臼山 2
日本橋筋三丁目 8 高津五番 2 鷗町二・四丁目 2
日本橋筋四丁目 13 高津七・十番 2 勘助町三丁目・塩草 2
日本橋筋五丁目 11 難波河原町二丁目 3 天王寺生玉前 1
西関谷 3 下寺町三丁目 43 東区玉造 2
東関谷 22 下寺町四丁目 58 恵美須町二丁目 3
今宮村 6 天王寺村 6 住所不明 6
出典：保育児原簿（明治 42 年 7 月 21 日〜大正 3 年 12 月 11 日）より作成。
※記載児童数 335 のうち 21 は再入所のため除外している。
図 3　保護者の職業
紙屑買い 輪替え（たがえ）車夫
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表 10　入所時の児童年齢（明治 42 年 7 月～ 43 年 12 月　全数 140 人）
1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳
31 47 34 14 8 6
出典：岡山孤児院大阪事務所編（1910）「預入当時に於ける開設以来総保育児ノ年齢別　明治四十三年十二月末調」、『岡
山孤児院大阪事務所岡山孤児院付属事業愛染橋保育所同夜学校報告其二　自明治四十二年七月至四十三年十二月』
※年齢は数え歳であるため、2 歳の半数近くは未満児と考えられる。
　表 11 から大阪市内 4 区の 5 歳未満の死亡数をみても、南区の乳児死亡数が特に多い。区内の
どの地域が多かったのかは明らかではないが、この状況からも、乳幼児とりわけ 0 歳児を対象
にした乳児保育の必要性がいかに大きかったかが分かる。
　すなわち保育所の受け入れ児の特徴のひとつは、乳児（0 〜 2 歳児）が全体の約 8 割を占め
たこと（表 11 参照）である。これは石井が保育所を始める当初の目的であったし、乳児が保護
者の就労の妨げになることを防ぐという設置理由が実証された結果でもあった。このように、
乳児を中心とした入所児が増加していくなかで、保育所の職員は保育を通して家族の日常にふ
れながら、あらためて児童の置かれている状況が厳しく過酷であることを認識することになっ
た。愛染橋保育所の保育実践の指針について、柴田と碓井 41）は、神戸戦役記念保育会が経営す
る保育所が彼に与えた示唆と影響は計り知れないとし、保母を同記念会保育所に派遣して見学・
実習させていると記している。保育実践の規範とした神戸戦役記念保育会は、生江孝之が指導
者として先駆的保育実践の具体化を図っていた。42）
表 11　5 歳未満の各区年別死亡数（明治 43 年）
1 年未満 2 年未満 3 年未満 4 年未満 5 年未満
南区 2,549 502 201 129 89
西区 1,644 298 160 56 68
北区 1,066 551 129 79 67
東区 921 175 97 69 33
出典：大阪市役所編（1910）第三衛生之部第四二五年未満ノ死亡者『大阪市統計書第一〇回　明治四十三年』p114
Ⅵ．保姆の記述による保育実践
　これまでは、当時の子どもたちの生活環境を述べてきたが、ここでは、劣悪な生活環境のな
かでどのような保育方法が行われてきたかについて、冨田象吉、冨田（旧姓佐々）栄、福井玉
子、3 名の保姆による実践記録から保育方法・内容について述べる。
1 ．冨田象吉の実践記録
　冨田 43）は大阪事務所の職員で、保育所開設のための人手として携わった。彼は保育の様子 44）
を、「何分こうした施設が大阪には無かったため、預けたものの親達の方でも不安でたまらぬも
のと見え、川向の板壁の隙間から 5 つも 6 つもの目がこちらを監視して居るという有り様、泣
かせては一大事と私達男子までが赤ん坊を背負ってネンネンコロコロの保父さんとなったこと
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もあった。」と述懐している。その後、「半年経ち一年経つ間に、すっかり私どもの事業が近所
界隈に理解される様になり、事業はトントン拍子に面白い程進展してきた。」とも記され、短期
間で保育事業の地域理解が浸透していった事がわかる。冨田は保育事業を進めるにあたり、さ
まざまな困難と向き合うことになったが、「勿論私達は若かった。朝五時の朝禮会から夜 9 時半
まで、飯を食べる時間の外これという休憩もなく、一日中を働き通した。それでも別段不平を
言う者もなく、これが慈善事業だと合点して居た所にその頃の慈善事業の強さがあった。」45）と
当時の様子を記している。冨田は愛染橋保育所創立当時 31 歳である。岡山孤児院で培ったノウ
ハウを、新しい事業に携わるなかで実践しようとした 46）ことは想像できる。彼は以後、保育所
における乳児保育の重要性と緊急性を認識し、その普及とともに一貫した教育体系の実践に努
めている。
2 ．冨田栄の実践記録
　以下は、愛染橋保育所に保姆として勤めた冨田栄の口述語録 47）である。栄の旧姓は佐々だっ
たので、愛染橋保育所日誌や石井の日記には佐々栄と記されている。「或るとき堂島川に人が浮
かんでおります。多数の人がもの珍しさに見ております。石井先生がご覧になりますと、堂島
川に身を投げて死んだ女の死体が子供と一緒に引き上げられた。（中略）斯う云う人が大阪のよ
うな処には沢山あるに違いない、斯う云う人の為に、なにか仕事をしたい 注4 と云う話が出まし
て、その時分に托児所と云うのは、日本全国では神戸市に丁度戦役記念保育所が四ヶ所 注5 あり
ました。神戸にああ云うところがある。一つ見に行こうかと仰って、次の日、一緒に神戸に参
りまして、托児所を見ました。其の次の日には家を探しに歩かれた。（中略）そうしております
と、あそこに五軒の長屋があります。そうしてそれは木挽の住んでいる木挽小屋であります。
　あの汚い川の辺の本当に見ても住めそうもない小屋でありまするが、大阪でペストが出まし
て、木挽小屋になって居った、それを直ぐ借受ける約束をしまして、五軒の長屋を借受けまし
て、もうちゃっと手入れを致しまして、何でも一週間目位にあなたも大阪だから一緒にやろう
かと云うので其托児所をはじめましたが、托児所と云うものに経験がございませんので勝手も
分かりません。兎に角、そう云う記事が出ましてから一週間目に仕事が始められました。職員
の予定もありませず、殊に托児所と云うこともどう云う事をしたら良いか分かりません。大阪
の人の為にやろうと云うので、それで先生が方々に托児者を募められた訳であります。其の時
に集められた方に同志社女学校の生徒さんも居られました。
　夏休みで国へ帰って居られた人であります。京都の大学の寮に参って居ります二人の青年を
集めまして、そうして夏休みから托児所を始めました。其の時は寄り集まりでございまして、
岡山県の町長の奥さんが来て手伝う。それから小松さんと云う熱心な作州の方が来て手伝う。
色々の事がありました（表 12 参照）。保姆さんが無くて、皆勝手が分かりませんから男の方も
負うて貰ったり、抱いて貰ったり、すっかり世話を致しまして、今の托児なんかと違いまして、
子供が汚くて手がつけられませんので着物を着換え、乳を飲ます。又托けた方も慣れませんか
ら一体子供を集めてどうするのだろうか、仕事をして居りましても時々覗き視を致します。
　うっかりして泣かせでもしますのものならそれこそどんな眼に合わせるか知れませんので、
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毎日三人宛位かかえて、そう云う風な按配でありました。（中略）その時分は時間の制限があり
ませんので時計のある家は一軒もありませんので、夜があけると連れてくる、晩になると連れ
て帰ると云うのでありますから却って徹底して居りました。其の時分の托児所はそんなのであ
りました。」
3 ．福井玉子の実践記録
　主任保姆として日々の保育に当たった福井玉子は、明治 42 年 7 月 12 日より保育所に引越し、
設立準備に参加している。福井の夫であった要助は岡山県久世町長であり、妻が遠路大阪で社
会事業に参加することについてどのような考えを持っていたのかは資料に明らかにされていな
い。しかし保育所を設立する時に 5 円の寄付を行っている事や、長女の静江（後に島村育人と
共に堺市浜寺に幼稚園を設立し生涯幼児教育に携わる）と次女のみどりも石井の薦めで大阪に
来て保育所を手伝っていることから、石井が行おうとする事業への積極的な理解と支援があっ
たと推測される。
表 12　保姆の任期推移
42 年 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 43 年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
冨田象吉 7/12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小松鉄一郎 7/12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福井玉子 7/12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
佐々栄 　7/26　　　　　　　　　　11/2　　　　　　　　　　　　4/5　4/27　　　　8/29　10/17　11/6
柳沢 　7/24　8/4
武井 7/12　　　　　　　　　　　11/2
石田たりよ 　　　　　　8/30　　10/19
福井みどり 7/19　8/4　　　　　　　　　　　　　　　1/9
福井静江 　　　　　　　　　10/13-19
児玉 　　　　　　　　　　　　10/27　　　　　　　　　　　　 4/5
浅田 　　　　　　　　　　　　10/27　　　　　　　　　　　　 4/5
光元璋子 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4/4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
清岡由子 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4/18　　　　　　　　　　　　　　　12/31
田中絹子 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9/2610/8
出典：『日誌　愛染橋保育所　明治四十二年六月起』、『日誌　岡山孤児院大阪事務所　明治四十二年五月』、『石井十次日誌
（明治四十二年）』石井記念友愛社、『石井十次日誌（明治四十三年）』石井記念友愛社
※ 42 年 8 月 2 日〜 31 日の間、学生の相原きた、漆原せい、三宅ゆか等が保姆として手伝っている。また、宮崎（42 年
12/9-3）、竹原さく（43 年 1/3-20）が洗濯などの雑用係として勤務している。
　岡山孤児院の年報に愛染橋保育所の一日 48）が紹介されている。保育所を紹介する新聞記事は
保育所開設ののち朝日と毎日に載せられたが、どちらも新聞記者の視点を用いて地域環境と対
比させ、保育所を美化したものであった。一方、保姆の光元璋子がみずから筆記したと思われ
るこの文章は、慈愛に満ちた保育者の視点から保育の様子が語られ、児童一人一人への限りな
い愛情と子どもの生き生きとした姿が鮮明に伝わってくる。以下、原文を引用した。
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　静な暁の寂寞を破って天王寺の鐘が響いた。
半夢心地で床を離れ身仕度を整えて二階を下れば、まだ薄暗い部屋の内に隣室のランプの
光が洩れている。お臺所は忙しそうな下駄の音もしている。
「皆様お早う」と言葉をかわして保育室に行った。洋燈（ランプ）に火をつけてストーブの
お掃除に取りかかる。外には寒そうな福井さんの門掃の音。
昨日張ったばかりの障子の数しれぬ小さな指の穴を見て微笑みながらハタキをかけた。そ
して座敷を掃いてお雑巾掛けもすんで井戸端に立てば、同じく雑巾バケツを持った福井さ
んが事務室の掃除も済んだと見えてやって来られた。
「もう済みましたか。冷たいですね」とストーブを見返れば盛んに燃えて端辺にかけて置い
た着物は暖かそうである。
「御飯に致しましょう」と清岡さんに呼ばれて急ぎ食卓についた。チリンチリン
「オヤモウ誰か来ましたよ」と福井さんが障子を開けられる。可愛い聲で「叔母ちゃんお早
うちゃん」とお父さんに伴われて a ちゃん（3 歳）は保育室に行った。とりかけたお箸を
置いて「a ちゃん早いね、こちらにおいで」とストーブに寄れば、チリンチリン
「姉ちゃん誰や」と飛んで出て障子の破れから覗いて居たが嬉しそうに「姉ちゃん、b（2
歳）、c ちゃん（1 歳）や」と言う。「さあおはいり」と障子を開けて赤くなった両手にお
芋を持った可愛い兄弟の b ちゃんと c ちゃんが立って居る。「よろしくお願い申します」と
お母さんが帰ろうとすれば「母ちゃん早うお迎い来てや」とあまえる。どこまでも可愛ら
しい b ちゃん！
「お早うさん」と次に来たのは母ちゃんに抱かれた d ちゃん（1 歳）。「おとなしく待って居
てや」といわれて、「ヤァー」とお定まりの一声。「d ちゃん賢いさかい泣きやみて」とす
かせば直ぐにご機嫌はなおる。
　事務室の方で泣声がする。誰かと見れば昨日入所した e ちゃん（1 歳）。お母さんの背中
から離れないで泣きたてるのをなだめつすかしつ抱き下せば必死になってもがく。無理に
揺篭にいれて揺って居ると、続いて来たのが一昨日入所した f ちゃん（3 歳）。おとなしく
母ちゃんに伴われて保育室の入り口まで来たが、「それではおとなしく待っておいで」と言
われてついに「わたいも行くのや行くのや」とむづがる。お母さんは優しく言っても聞か
ないので私共の前を憚って外に連れて出てなだめたり叱りつけたりして居られる。仲々聞
きそうにもない。福井さんが気遣って出て見られるとお母さんは「そんなことをいってま
たお母ちゃんを困らすのか」とこらえ切れぬ涙をハラハラと溢している。それを見られた
福井さんも共に涙ぐんで泣く子を抱いて内に入られた。
　内では相変わらず f ちゃんが「お母ちゃんやお母ちゃんや」と泣いて泣いて涙も聲も涸
れたかと思うよう。何をやっても「もうええ、もうええ」と投げつける。殆ど手のつけよ
うがない。見兼ねた福井さんは「 f ちゃん、f ちゃん可い子やさかい泣きな。お母ちゃんす
ぐ迎いに来るよ」と馴れぬ大阪言葉ですかしながら子供を抱き取って「さあ御飯をあがっ
ていらっしゃい」といわれる。再び食卓について、後は當番の清岡さんに御願いして保育
室に行った。f ちゃんはまだ泣き止まない。「よく泣きますねえ、病気ではないでしょうか」
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と云えば「いえこんな風の子供は二三週間はこれです。でも馴れることは案外早いのです
よ」と福井さんの言葉。事務室の方で「叔母ちゃん聞いて」という。g ちゃん（3 歳）の
ようだ。やがて清岡さんに伴われて g ちゃんが来た。「叔母ちゃん、うち一人で来て」と褒
められたさに前置きして紙に包んだ保育料を渡す。また入口の戸が開いた。h ちゃん（3
歳）だ。やがて子供も揃った。「さあ i ちゃん（4 歳）おべべですよ」と暖った着物をとれ
ば、「叔母ちゃんあたいにも、姉ちゃん可いのを着せてや」と早や自分で帯を解いている子
供もある。着替が済むと清岡さんは洗面器にお湯を入れて持って来られる。福井さんは硼
酸（ほうさん：弱い殺菌作用を持つ。うがい水、洗眼液、軟膏の基剤に用いられた。）で子供の目を
洗ってやられる。一人一人顔を洗ってやって、皆きれいなほんとの色の顔になった。お芋
の皮やら玩具やらで取り散らした座敷を片附けようと箒をとれば、目ざとく見附けた j ち
ゃん（3 歳）が両手で箒の柄をとらえて「姉ちゃん桃から弾いてや」とせがむ。せがまれ
てオルガンに寄ればまわらぬ舌で、桃から生まれた桃太郎と歌うのもある。向こうの方で
は何時の間に覚えたのかようよう二つの k ちゃん（1 歳）までが可愛い手附きで遊戯をす
る。十分と経たないうちにもうあきて、「叔母ちゃん猫の巡査さん書いてや」と福井さんに
取りすがる。「さあ書いてあげましょう」と黒板に向かって丸い目の猫の顔を書いた。そし
てこんどは不恰好な洋服を着せた。左の手に劔を持たせる。猫の巡査さんが出来上がった。
小さな拍手の音がしばらく続いた。「叔母ちゃんこん度は學校書いてや。こんどは運動會書
いてや」と御注文がだんだん出る。
「ご機嫌ですねえ」と笑いながら清岡さんがおいでる。「叔母ちゃん、叔母ちゃんや、まま
まだか」と d ちゃんがいう。時計を見れば九時。「もう御菓子の時間ですねえ」と箱を持ち
出せば、「皆んなお菓子やで」と c ちゃんと b ちゃんが呼ぶ。お菓子やお菓子やと駆け込ん
だ十八名の子供はぐるりと食卓を囲んだ。間食もすんだので、もう l ちゃん（2 歳）尿が
出る頃よと揺篭の l ちゃんをつれて便所に行けば、何か珍しい所にでも行くように四五人
の子供がついて来る。「ここババイ所、皆んなあっちへ行っておいで」といっても目をグリ
グリさして動こうともしない。
清岡さんは着物や襁褓（むつき）のお洗濯。子供は一様に砂なぶりを始めた。あちらでは
電車ごっこが始まったらしい。
　もう十二時　御飯の仕度もととなって居る。「皆んないらっしゃい、御飯ですよ」と呼べ
ばバタバタと走って来て食卓につく。二つから六つまでの可愛い坊ちゃん嬢ちゃん達。「頂
戴します」と皆思い思いにお箸をとる。「叔母ちゃん所のおまんまおいしいわ。うち、たん
と食べよう」と g ちゃんが云う。「姉ちゃんきれいに喰べて、たんと喰べる子賢いなあ」と
お箸がお留守になる。「叔母ちゃんブブ頂戴」一人が云うと御飯頂戴と出した a ちゃんまで
がお茶になる。
「叔母ちゃんゴチョチヤマ」と c ちゃんが立つ。「済んだらお立ち」と云えばバラバラとた
って我先きにと四つのブランコに走る。「叔母ちゃん、うち先やのに a ちゃんとりよるで」
と戦争が始まる。「皆んな仲よくして代わる代わる乗るのですよ」と云えば a ちゃんがおと
なしく待って居る可愛らしさ。
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　後仕舞も済んで代り合って御飯を頂く。少な子供は食後の眠に就いた。「姉ちゃん今日は
天王寺に連れて行てや」とだしぬけに g ちゃんが云う。「うちもやで、大きな毛虫のある所
につれて行ってや」と b ちゃんもまけぬ気。「姉ちゃん梅の花が飛んでる所にうち行きたい
わ」と口々に公園行を迫られる。「今日は寒いですからね、また暖かい時に行きましょう」
と云えば、「あしたやで」と f ちゃんの御注文。
　新入の e ちゃんがまた泣き出した。何をやってもなげつけて今朝から一滴のお湯も呑ま
ぬ。もうお腹のすく頃と無理におすしを持たせる。いきなり福井さんの頬のあたりへ投げ
つけた。人が見ると喰べないからと、こん度はお芋を一つ懐に入れて知らぬかをして外を
見ていると泣き泣き半分位は趹（も）いでは投げ投げては趹ぎして居たが、何と思ったか、
投げようと思って趹いだ一片をソッと口に持って行った。黙って見て居ると又一片、泣く
のを止めて美味しそうに食べだした。おかしくなったのでソッと後向くと直ぐに食べ止め
て又泣き出す。これは大変と横に向けば泣聲はハタと止んだ。
　入口の戸が開いた。御免下さいと訪う聲がする。間もなく福井さんに案内されていらし
ったのは御夫婦の御参観人。「先生今日は」と i ちゃんがお辞儀をする。「可愛い子ですね」
と手をとられて黙ってしまう。二十分位で帰られた。
もう三時だ　清岡さんが午后の間食をやられる。福井さんは昨日申込の保育児の宅を訪問
に出られた。
　何時になっても泣くのは e ちゃん。コロコロころげて可笑しいのは m ちゃん（1 歳）の
足許。
皆んなで繪本の説明を聞いている。「お馬」と清岡さんがおっしゃれば、まわらぬ舌で「オ
ーマ」と真似る k ちゃんの愛くるしさ。
五時になった。n ちゃん（1 歳）のお迎だ。自分の着物と着かえさして母さんに渡す。親
も子も嬉しそうに帰って行く。次は g ちゃんに i ちゃん、皆いそいそとお迎の母さん姉さ
んに伴われて「さいなら」となつかしい自分の宅へ帰って行く。目には無限の嬉しさを湛
えて。
チリンチリン、「今度はうちや」と残った子供が皆出て来る。待って居た f ちゃんの迎えで
はなく k ちゃんのお母さん。k ちゃんは今帰られた福井さんにとりついて帰ろうともせぬ。
日は次第に暮れて行く。子供も一人一人減って行く。室の真中に洋燈が吊るされる。遅か
った f さんも母さんの背中から「さいなら」とお辞儀するあちらでは、「今晩は」と威勢の
よい夜學生の挨拶が聞える。
　かくして一日を楽しく暮らした子供は父や母に伴われてそれぞれ帰っていった。残った
自分等は俄かに我に帰って「静かになりましたねえ」といいながら上衣を脱いで保育室を
出た。
Ⅶ．まとめ
　愛染橋保育所を設立する際に、石井はどのような理想をもっていたのか。彼が記した日誌 49）
には、今日の慈善事業は“貴族的”に陥っていて、これからは断然“平民的の態度”をとるべ
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きであると記され、理想とする保育像が着想されたようであるが、“貴族的”の言葉の意味につ
いて詳細な記述はない。
　その後、「『慈善』雑誌二号を昨日の汽車中にてよむ。①乳児保育所　②貧児幼稚園　③少年
倶楽部　④貧児夜学校　これ貧民窟に必要なる事業なり。主が今日予に慈善雑誌を読ましめ玉
ひしは決して偶然にあらざるなり。これ愛染橋保育所のために示されたる理想に御座候。」50）と
記し、「毎日自分で午前中だけでも出勤して監督してやらねばいかぬ。どうも理想的に手が行き
届いておらぬ。」51）と記すなど、石井はある程度理想の保育・保育者像を思い描いでいるようだ
が、なかなか保姆たちに伝えきれない様子がうかがえる。
　石井が読んだとされる「慈善」は、生江孝之（以下、生江）が論文を寄稿していて、生江 52）
はそのなかで米英独各国の保育事業を紹介し、日本の保育事業が戦時のみの期間限定にとどま
っていることや乳児や幼児期の性癖が生涯にわたる良い習慣を涵養するために重要であること
などを述べている。石井は、この文章を読んで保育事業の正当性と必要性を大いに感じたのだ
ろう。
　石井十次を経済的または精神的に支援し続けた大原孫三郎 53）は、彼の死後、残された事業の
整理統合をすすめるなかで、石井が偉大な人間であったものの、事業としては決して成功した
とはいえないと語り、「石井君亡き後、石井君の形骸だけが残って、石井君の精神というものが
没却されてしまった。」と述べている。岡山孤児院をはじめとする大阪での保育事業は、石井と
いう大きな存在がリーダーシップを発揮することによって成し遂げられたが、一方で、石井の
強力な個性と推進力がなくなれば、急速に求心力は失われてしまうことになる。ここに石井が
おこなった事業の弱さと儚さがあったといえるだろう。その後、岡山孤児院の解散などさまざ
まな事業が変革を余儀なくされるなかで、愛染橋保育所は一時活動を休止したものの事業を再
開し、地域がかかえる深刻な諸問題に応じ続けた。
　愛染橋保育所での実践はぜい弱な事業基盤であったが、地域の実情に即応した保育形態や保
育内容において意義深い取り組みであったといえるだろう。それは資本主義構造によって生み
出される最下層の人々の生活向上と乳幼児の生死に関わる問題の改善を目的に、ニーズに応え
ようとしたものであった。先に紹介した「慈善」には、生江のあとに倉橋惣三（以下、倉橋）
の論文が寄稿されている。倉橋 54）は児童愛護の実行として、「一つに児童の為、殊に多くの場
合には一人二人の児童に対する現実な抑えきれない篤志から始まっているのです。」と述べてい
る。保育者はその場にいて、地域の環境や現状にいてもたってもいられず、自分にできること
は何かを自問しながら保育をおこなっていた。愛染橋保育所における保育の根本的背景は、社
会事業への強い使命感と、地域と深く繋がる活動の継続によってもたらされた結果であったと
いえる。
Ⅷ．今後の課題
　本研究では愛染橋保育所が始まった明治 42 年から 1 年 5 か月余りの保育実践について資料の
整理、収集調査を行った。これ以降、石井の死や明治から大正への変化にともなって保育事業
が続いていくなかで、保育内容の模索と地域問題の改善に向けた動きなどについて継続的に調
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査が必要であるため今後の課題にする。
注
注 1）大正 15 年勅令の幼稚園令で幼稚園保姆の位置付けが示された一方で、保育所保姆の資格および社会
的な立場は大正期の時点でも未整備のままで、1940（昭和 15）年に提出された「託児所令制定に関す
る要望書」の中に保育所保母の資格が明記されたが、当時の社会状況や戦時体制の中では託児所令自
体が制定されず、保姆養成機関の設立は実現しなかった。その後、保育所保母の資格化、法制化は第
2 次世界大戦後の浮浪児や孤児への対応や子どもの急増など、その都度社会的背景によって「質」より
「量」が優先され、2001（平成 13）年の児童福祉法の改正によって保育士として国家資格になるまで
先送りされる。参考資料『日本幼児保育史第二巻』、『最新保育資料集 2017』
注 2）ペストの流行はペスト菌によるもので、おもにネズミやノミが媒介となる。明治期に複数回ペスト
の流行があり、明治 32 年から 33 年にかけて流行した。ペストは死亡率が高く、当時はまだ治療方法
も確立していなかったため発病すればほとんどが死に至った。次の流行は明治 38 年から 43 年まで続
き、大阪市内ではこの間に延べ 965 人が罹患し、そのうち 865 人が死亡した。死亡率は 88.7％であっ
た。特に 40 年は、患者数 561 人のうち 509 人が死亡し格段に多かったと記されている。参考資料『大
阪市史第六巻』、『大阪市立桃山病院百年史』
注 3）「岡山孤児院大阪附属事業 1. 愛染橋保育所」『救済研究第 2 巻上』（1914）p399
注 4）石井が愛染橋保育所を作ろうとしたきっかけになった出来事で、保育所設立の趣意書にもこの理由
が記されている。
注 5）明治 39（1906）年から戦役記念保育会が運営していた。石井と佐々が訪問した保育所は 4 園（八王
子、八幡、宇治野、薬仙寺）のうちのいずれかで、保育所日誌（明治 42 年 6 月 6 日付）には「八幡保
育所宇治野保育所に赴く」と書かれている。
注 6）神戸市の保育所は、明治 39（1906）年から日露戦争時に発足した神戸戦時保育所が運営し、そのあ
と戦役記念保育会に引き継がれた。石井が訪問した明治 42 年は 4 園（八王子、八幡、宇治野、薬仙寺）
が運営されていた。保育会の理事には坪野平太郎がなり、生江孝之も常務理事となって引き続き保育
所の指導にあたっている。参考資料『神戸の保育史』神戸市保育園連盟
注 7）川村シン子、八幡児童保育所の最初の保姆で、子どもに対する愛情に満ちた献身的な働きで保育所
に欠かせない存在であった。川村は、あまりの過労と睡眠不足のためリュウマチを患い、その後長く
病床にふす身となった。参考資料『神戸の保育園史』神戸市保育園連盟
図 1：保育所周辺の地域と町名『明治 43 年 5 月製大阪市街全図』（1910）和楽路屋書店
図 2：大阪市社会部調査課編（1924）『日傭労働者問題』pp.180-182
図 3：長谷川貞信（S.Hasegawa1968）『浪速風俗図絵』、『続浪速風俗図絵』より　千秀堂杉本書店
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54）倉橋惣三（S.Kurahashi1909）　児童愛護問題　『慈善第一編第二号』pp.50-58　中央慈善協会出版
55）『日誌　愛染橋保育所　明治四十二年六月起』（1909）
56）『日誌　岡山孤児院大阪事務所　明治四十二年五月』（1909）
57）『石井十次日誌（明治四十二年）』（1909）石井記念友愛社
58）『石井十次日誌（明治四十三年）』（1910）石井記念友愛社
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　本調査研究の実施ならびに資料調査と閲覧において、石井記念愛染園愛染橋保育園園長小谷啓二先生を
はじめ、諸先生方に一方ならぬご配慮をいただきました。紙上にて感謝の意を表します。有難うございま
した。
資料
　保姆の状況や保育内容など保育実践に関する記述について、保育所設立直前の明治 42 年 6 月から翌 43
年 12 月までの『日誌　愛染橋保育所　明治四十二年六月起』55）、『日誌　岡山孤児院大阪事務所　明治四十
二年五月』56）、『石井十次日誌（明治四十二年）』石井記念友愛社 57）、『石井十次日誌（明治四十三年）』石
井記念友愛社 58）から要約・抜粋する。
※印なし『日誌　愛染橋保育所　明治四十二年六月起』、◎印『日誌　岡山孤児院大阪事務所明治四十二年五月』、○印『石
井十次日誌（明治四十二年）』、『石井十次日誌（明治四十三年）』より抜粋した。また、愛染橋保育所児童原簿から児童
の死亡月齢を推定した。
明治 42 年 6 月
6 日
石井夫婦、岡山孤児院主婦湯川、小田島、福井夫人、柿原の六人保育事業視察のため神戸 注6 に赴
く。八幡保育所によりてその事業の先達川村女史 注7 に会い種々実践上の話を聞く。次に宇治野保
育所および神戸孤児院を参観して帰阪す。
7 日
日本橋通東筋及び下寺町の古来有名なる名護町筋貧民街を視察し、製材所跡を保育所の候補地と
定める。
◎神戸に出て慈善団体を視察する。
○神戸に行き小野浜保育所、宇治川保育所、神戸孤児院、村松周憐館を見る。（所感）どうも今日
の慈善事業は「貴族的」に陥って居る。これではいかぬ。これからは断然「平民的の態度」をと
らざる可らず。然り先ず第一に「理想的の保育所」を設立せよ。難波方面の貧民窟に適当の地を
探して。
11 日
石井柿原と陸田壱太郎氏を訪ね、即時敷金 70 円を納めて借入契約を了す。
○いよいよ其の所有の愛染橋の借家をかることに定め敷金 70 円と借家証書とを渡しそれより愛染
橋に行き中野巡査にあい、借家をみ且つ隣家のおかみさんを訪って帰る。
12 日 ◎保育所借り入れ家屋の掃除をなす。
14 日 ○晩、星野氏を訪い保育所修繕のことを相談せしに棟梁をよんで頼みたまえり。
16 日 ◎本日より柿原君保育所に引き移る。
17 日 本日より愛染橋保育所の修繕に着手す。柿原留守居として愛染橋に移り住む。
22 日 ○愛染橋保育所の設備できれば（7 月 13 日）。
7 月
9 日
石井院長一行上坂。佐々、柳沢二主婦当所のため同行。
○午後 12 時 20 分の列車にて上阪の途に着く。蜂谷夫人母子、柳沢、佐々二主婦、小松、渡辺二
君、宇津木政枝女、高林主婦の計 12 人。
10 日 大原兄より「愛染橋保育所」の創業費として寄付せらる。
11 日 午後、愛染橋保育所に行き婦人等は大掃除の手伝いをなせり。
12 日
佐々、柳沢二主婦等神戸に保育事業視察、福井夫人は 11 日当所へ引越し来らる。
◎本日、小松氏来所せらる。柳沢、佐々、武井、宇津木の四人保育所に参観せらる。
○府庁保安課長を訪い愛染橋保育所開所のことを告げ明後日来訪を約して帰る。
13 日 ◎小松君、本日より保育所長となる。
14 日 ○午後、愛染橋保育所に行き、所長を小松兄に。保姆長を福井姉に托せり。
16 日
◎小田島修三君、保育所援助により岡山より本日来訪せらる。（17 日に夜学校教員依頼）
○愛染橋保育所に行き帰途、藤中長春病院長を訪い、日本橋五丁目の借家をかし給えと語りしに、
金 15 円にて敷金なしに貸与すべしと答えられる。
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17 日 ○本日、愛染橋保育所の広告 3,000 枚出来せり。
19 日 福井みどり女到着。（福井玉子次女）
20 日 ○柿原君に頼んで友愛社社則並びに保育所、同情館規定を草し貰い保安課長に届出たり。
21 日
今朝初めて児童入所。
◎本日、保育所のに男児入所す。
○本日より一人の男子を預かる。
23 日
午後四時前、預かり児 A の居らざるに気づき市内所々探索の末、自宅に帰りたるを発見。預かり
児 B、しきりに悲鳴して飲食せず下痢を催し病気の兆候あるをもって福井主任抱きて日本橋三丁
目長春病院により診察を受け服薬せしむ。
24 日
保姆として柳沢女史来任。
◎柳沢姉、本日より保育所助手に赴任せらる。
○本日、友愛社社則並びに保育所同情館の印刷できる。（500 部）
25 日 ○保育所を訪問し、左の如く定めたり。3．保育所会計小松君　預り児の食料 1 日金 5 銭。
26 日
本日より保姆として佐々女史来任。
松屋町村尾商店より小児玩具の寄付。ゴム玉付笛（10）、ラッパ（7）、籠（5）、ブリキ太鼓（10）、
人形（10）、ブリキ籠（9）、ブリキ笛（25）、ヒキ（4）、低人形（100）、カバン（16）、唐津人形
（25）、太鼓（1）
預かり児 B、長春病院にて受診。福井主任同伴。日本橋人力車夫の娘 C、病気につき福井主任同
伴、長春病院にて受診。明日より預かる。
○長春病院を訪い保育所の病児の診察を頼みおけり。
27 日 福井主任、
C を連れ長春病院にて受診服薬。
作州久世福井要助氏ほか 5 名より当所の備品等として金五円寄付やらる。
28 日 午前、福井主任預かり児
D、E 二人を連れ長春病に受診、二人とも下痢。
◎保育所に於いて活動写真会を開く。保育所に水道施設の申請をなす。
30 日 福井主任、F を連れ長春病院に受診。
8 月
2 日 相原きた、漆澤せい、三宅ゆかの 3 女史当所保姆として岡山孤児院より今晩到着。
4 日 柳沢もと姉、福井みどり姉今晩帰岡せらる。（岡山へ帰る）◎柳沢宮崎の両氏、帰岡せらる。
10 日 預かり児 G、病気につき長春病院にて受診　預かり児 H、実の伯母なるもの来たり、引受退所せり。
11 日 保育児童父兄会を開くこととす。漆澤姉病気。◎晩、保育所にて懇談会を催す。
12 日 本日一同記念撮影す。
13 日 小田島当所に引き移る。漆澤姉全快。
14 日 今夕第 1 回父兄会を開き。
28 日 預かり児 D 死亡す。（5 ヶ月）
29 日 小田島帰岡。預かり児
I 死去。（2 ヶ月）
石田たりよ主婦当所保姆として同行せられたり。
30 日 預かり児
J、K 病気　長春病院にて受診。
◎石田主婦保育所に勤務せらる。
31 日 相原きた子、漆澤せい子、三宅ゆか子岡山へかえる。◎相原、漆沢、三宅の三名帰岡せらる。
9 月
1 日 J、K を病院につれ行く。
2 日 L 病気危篤の由。D、I の二児死亡し、また危篤の報につき一同心痛せり。
3 日 J、K の両児病気のため長春病院に連れ往きたり。
5 日 K、病院に連れ行く。
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8 日 冨田柿原古村、大阪市内付近の善意団体を拝観す。
11 日 保育せし児童 M、昨日死亡の報あり。（27 ヶ月）
15 日 ○ 9 月 10 日の大阪毎日新聞に左の記事を掲げたり。
16 日 K 危篤。
18 日 K 葬儀のため福井夫人会す。（7 ヶ月）
20 日 N を長春病院に紹介。診療を受けしむ。
24 日 ◎石田主婦母君病気の為帰院、山田主婦交代の為、保育所に来らる。
30 日 保育児の死亡 O。（1 ヶ月）
10 月
1 日 ○ 6 時前保育所に行福井姉及び他の保姆連を起こす。6 時 10 分頃に 2 人の乳児をつれ来る。
2 日 保育児 P、本日長春病院にて肺病なりと施療を受けり。
3 日 ○愛染橋保育所は貧民窟に差したる検温器にして、以ていかなる要求あるや否やを知れり。
8 日
Q を長春病院に連れ行く。柿原郷里日向に帰る。
○石田たりよ姉より大阪保育所につきての意見をきき、且つ其の不心得を詰責す。
13 日 高塚、廣瀬、福井静江（福井玉子長女）、石田主婦共に上阪。
15 日 ○ 5 時前起床、保育所に行き祈祷をなし外庭の掃除をなしてかえる。
16 日 ○ 4 時半起床洗面して保育園に行く。保育所の外庭を掃除。5 時半辞去。
18 日 ○所感。午前中は訪問時間とし、午後を保育所監督並びに貧民窟訪問の時間とせよ。○佐々姉、武井女来訪。いよいよ岡山に帰るに定めたりと告ぐ。
19 日 本日十二時梅田発の列車にて石田たりよ姉、福井静江嬢を伴い岡山へ帰る。◎石田主婦福井静江姉と帰岡せらる。
20 日 ○愛染橋保育所巡視。
21 日 昨日、T 長春病院に行きて診療を受く。
27 日 児玉、浅田両姉保育所保姆として来所せらる。○本朝より浅田、児玉二主婦上阪。（愛染橋保育所のために）
28 日 本日より保育所の修理をなし月末まで保育休業す。（11 月 1 日再開）
11 月
1 日 本日始めに浅田児玉両保姆保育所に引越さる。
2 日 ◎佐々、武井両主婦岡山に帰る。
16 日 川辺の掃除を難波警察署からの申し出により福井姉ほか教師と共に掃除をなす。
22 日
○「慈善」雑誌二号を機能の汽車中にて読む。①乳児保育所②貧児幼稚園③少年倶楽部④貧児夜
学校（所感）これ貧民窟に必要なる事業なり。これ愛染橋保育所のために示されたる理想に御座
候。
25 日
○午前中保育所を視る。（所感）毎日自分で午前中だけでも出勤して監督してやらねばいかぬ。ど
うも理想的に手が届いておらぬ。これから教場の掃除、児供の掃除、被服の洗濯をしっかりせね
ばいかぬ。福井姉と語る。いわく、1．洗濯婦一人、2．保姆一人を増加して貰いたし、3. 室内「ス
トーブ」を買って貰いたし。晩の集会にて左の件を定む。1．（夜学校）校長、教師は午前中保育
所に行き教場の掃除、ランプの掃除等をなし、且つ夜学校の準備をなすこと。2．綾部君（夜学校
教師）は、昼間保育所の手伝いをなすこと。
12 月
2 日 本日ストーブ設置せり。
4 日 ◎本日院長より友愛社を廃し同情館及保育所は岡山孤児院の附属事業として経営する旨通知ありたり。
9 日 宮崎君を保育所の洗濯手伝なす。
11 日 本日宮崎氏来りて保育児の衣服を洗濯せられたり。
愛染橋保育所の保育実践と家族の状況についての基礎的研究
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12 日 浅田、児玉両保姆視察のため午前八時より神戸に趣かし。八幡、宇治野、八王子保育所及び神戸孤児院等を巡視し午後九時着。
13 日 本日宮崎氏来り洗濯及びガラス拭きをせられたり。
19 日 本日保育児の寝具及び衣服に番号を記入し、また寝籠の吊り換え障子はり等をなせり。
20 日 昨日保育児の寝具、衣服、シーツ、枕など出来上がり、本日よりいよいよ一人分区別して用意をしせり。
30 日 本日より保育所休業せり。児玉保姆正午十二時の汽車にて岡山へ帰らん。本日保育室の清掃を行えり。
31 日 本日、保育児 S 死去の告申し来らん。（6 ヶ月）
明治 43 年 1 月
2 日 本夕石川氏の紹介により竹原さくを世話して日本橋三丁目に借家して住まわす事にせり。
3 日 さくを本日より洗濯係に使用せり。
5 日 本夕斎藤児玉両氏岡山より帰着。
7 日 本日、U（一月四日）死去せし告申し来る。（3 ヶ月）
9 日 本日午後一時福井みどり氏岡山に向け出発。
17 日 保育児 V 定刻に迎え人来らず午後八時三十分に父来りてつれ帰る。
18 日 愛染橋交番より幼児を伴い来り（午後一時頃）預かり置きしに午後四時母親来り連れ帰り。
20 日 洗濯婦竹原さく都合により本日限り断る。
22 日 保育児 R 長春病院にて施療。
26 日 本日、保育児 K の父死去せし告申し来る。
29 日 Y 長春病院にて診療を受ける。病勢よろしからず。
2 月
2 日 Y 死亡。弔意を表する。福井姉見舞わる。（4 ヶ月）
7 日 保育児 Z を長春病院に伴い診療を乞う。病名気管支炎　自宅にて療養することとなる。
12 日 Aa 頭を打ちしにより長春病院に於いて施療を受く。
3 月
6 日 ◎保育所大掃除にて出張。
8 日 蒲団修繕につき休業。
9 日 蒲団修繕につき休業。
25 日 ◎福井姉兵庫保育所の視察に赴く。
28 日 ◎乳児を収容せざる件につき院長より命あり。
31 日 本日より乳児の保育を断ることになり其の結果四名の乳児を断りたり。
4 月
4 日 本日午後五時着　新任保姆光元璋子来阪。◎児玉、浅田両主婦の送別会及び光元姉の歓迎会を開く。
5 日
本日正午の列車にて保姆児玉、浅田（親子）、お栄の四名帰岡。
◎浅田、児玉両姉及びお栄さん帰岡。予算書　保育所（定員二十名として）
家賃、石炭代、保育児食料及び間食費、入浴料、保姆の食費雑費ほか本日本部に報告す。
9 日 午前中、第一学年の教室を準備す。（光元璋子受持）
10 日 ◎保姆至急送られたき旨、本部に申し送る。
12 日 ◎保育所写真を撮る。
16 日 ◎保育所大掃除を行う。
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18 日
清岡姉保姆として来所。ブラジル行児童四名同伴。
◎清岡姉保姆として来阪。
○清岡主婦は大阪保育所主婦として上阪せらる。
19 日 ○大阪保育所より 2 葉の写真送り来る。
27 日 ◎佐々姉来阪。
5 月
7 日 ○夕方保育所を見る（所感）児供の顔や着物を掃除してやらねばいかぬ。
13 日
◎保育所毎月会計を左の通り相定める。
家賃、保姆手当、保姆口入料、保育児十五名定員として一名三銭の割にて万事経費を支出すべき
もの、保育料（註：一名五銭の割にて食料ほか一切の経費を支出すべき）
25 日 保育所、当分の食料を支出す。
6 月
23 日 ◎保育所の洗濯を行う。
7 月
登所児童数以外の記載は特になし。
8 月
11 日 保育児 Z はしか全快本日より来所。
13 日 Ab はしか全快本日より来所。
15 日 福井保姆病気につき臨時休業。
19 日 ○愛染橋保育所を視る。
22 日 大掃除につき休業。◎愛染橋保育所清潔法施行。
23 日 畳表張りに付臨時休業。
25 日 光元保姆病気に付き本日より向こう三日間臨時休業。
29 日
Ac はしか全快来所。
◎佐々姉帰院。保育所保姆雇入れの件につき光元姉に依頼。
9 月
8 日 石井院長参観（保育の状況）○愛染橋保育所を巡視す。
19 日 昨夜清岡由子姉大阪事務所より保育所へ専せらる。
26 日 昨日田中絹子嬢来所、明日より保姆として執務せらるの都合なり。◎保育所保姆として田中絹子姉来任。
28 日 ◎福井姉、神戸に出張。
10 月
6 日
住友家総理事鈴木馬左也氏、院長の案内にて午後 1 時参観。
○午後 1 時より鈴木氏を南堀江の支店に訪い愛染橋保育所に案内せり。（所感）理想的に掃除も出
来ておって実に満足いたし候。定めて鈴木氏も満足せられたるならむ。
8 日 田中絹子帰郷。
14 日 ○生江君を停車場にて迎え、神戸まで同車して談話せり。孤児院の現況並びに将来の理想につきて。
13 日 寄付天王寺矢田某氏　小供「新物」襦袢二枚、小蒲団四枚、綿入二枚、其他品数点。
17 日 ◎佐々栄子姉来阪。○夕方、佐々姉岡山より応援のため上阪。
19 日 ○午前中、不破唯次郎氏を訪う。（所感）救児の原則　4. 貧児は　1．6 歳以下は保育所と幼稚園に収容し　2．6 歳以上のものは夜学校にて教育し　3．学校に通うものは少年倶楽部にて教育す。
22 日 本日十二時朝日新聞社記者松阪高俊君来院。
愛染橋保育所の保育実践と家族の状況についての基礎的研究
449－ －
11 月
6 日 佐々姉岡山へ帰院。
7 日 J、病疑い者として隔離さる。
18 日 保育児 Ad、ジフテリアに罹り療養中。
20 日 ストーブを据工付く。
24 日 ○二葉幼稚園を見物して愛染橋保育所の参考を得。（→ 11 月 24 日〜 28 日まで東京）
26 日 本日保育児を伴い天王寺公園に散歩。散歩中尼僧より金五十銭無名にて小児の手に渡さる。
30 日 毎日新聞記者堀ひさの姉来観（保育所）
12 月
3 日 参観者日本橋第一尋常小学校長吉田傳治郎氏保育所を参観し金五円寄付せらる。
12 日 ○生江君より講話の速記送付し来る。直ちに訂正して返送せり。
13 日 ○愛染橋保育所に於いては活動写真会を開き、父母と生徒との慰労会を開く。
15 日 ○午前中、内務省五十嵐氏愛染橋保育所視察のため来所せらる。
27 日 明二十八日より十日まで冬期休業。
28 日 保育児用蒲団洗濯をなす。次いで衣服の洗濯をす。
29 日 前日の残り洗濯をなす。
31 日 清岡姉本日退職。◎清岡姉保育所辞任。
450－ －
